




 

 2,3,7,8-四塩化ジベンゾ-P-ジオキシン(以下 2,3,7,8-TCDD と略す)は最も毒性の高い化

学物質として知られており、その人体汚染の現状を正確に把握することが急務となってい

る。特に、母乳の 2,3,7,8-TCDD は他の食品等と比較しても高濃度であるとされ、また乳児

の主要な栄養源として多量に摂取されることを考えると、その濃度を知ることは重要であ

る。一方、2,3,7,8-TCDD の分析は、極微量であること及び妨害する共存物質の存在のため

に、非常に困難な分析であり、分析手法の確立、分析の精度と確度の確立、再現性の確立

等が必要になっている。今年度は分析法の検討を行うこととした。 


